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新型コロナウイルス感染症対策



施設内に持ち込まない



施設内で拡げない



外からの持ち込み防止
リスクを下げる

施設内に持ち込まない



・ポスターの掲示、注意喚起

・面会制限、禁止

・院内への立ち入り制限

・体温測定、問診（健康チェック）

・マスク着用

・入院患者のスクリーニング検査

・動線の分離



入院患者の面会制限、禁止

地域の感染状況を考慮し、病院を利用している患者

の状況や感染リスクを判断して、病院としての方針を

決定していく。

患者を守る
職員を守る

病院を守る



面会制限および解除の指標

地域の感染者数、クラスター発生の有無

入院（入所）、通院している患者の状態を考慮



動線の分離

できる限り新型コロナウイルス感染症患者と一般患
者とをわけることが望ましい。職員はその方法につ
いて共通認識をもち、連携を図りながらあわてず落
ち着いて対応していくことが大切である。

飛沫および接触感染をふまえて動線を考える。

空間的分離 時間的分離



無症状者のすり抜け



市中感染した職員が院内持ち込み



施設内への持ち込みを完全には防止できるもの

ではありません。それを理解しておいてください。

実施している対策を検証して、次に生かせるよう

にしておくとよいです。



施設内で拡げない



医療機関、高齢者施設での
クラスター発生



クラスター事例集
国立感染症研究所感染症疫学センター
国立感染症研究所実地疫学専門家養成コース(FETP)



発端者

患者

医療従事者、家族
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職員の家族
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・標準予防策

・密な環境を防ぐ



標準予防策とは、すべての人は伝播する

病原体を保有していると考え、患者および

周囲の環境に接触する前後には手指衛

生を行い、血液・体液・粘膜などに曝露す

るおそれのあるときは個人防護具を用い

ることである。



手指衛生

標準予防策







患者対応前後
手指衛生を徹底しましょう！

伝
播

伝
播



自施設の手指衛生の実施状況



手指衛生できる環境を整備

・流水と石鹸による手洗いができる場所

・手指消毒剤の設置場所

・手指消毒剤は人の動線を考慮し設置



手指消毒剤の携帯義務化（全職員）と
毎日の手指消毒剤使用量測定



個人防護具



鼻出しマスク！



ユニバーサルマスキング

・新型コロナウイルス感染症の流行でマスクの使用
目的は大きく変化した。
・自分が感染者であった場合、周囲の人々を感染さ
せない。
・医療機関 院内にいるすべての人々はマスクを着
用するように推奨されるようになった。





検温
適宜手指衛生

食事介助
適宜手指衛生

個人防護具着用例



新型コロナウイルスは
口、鼻（目）から侵入します。

喀痰吸引時

口腔ケア時

マスクなしでの

至近距離での対応

気管内挿管

フェイスシールドを着用しましょう！







ソーシャルディスタンスの確保
飛沫感染防止対策

密な環境を防ぐ



食事中は会話は控えましょう。

食事の際は対面で座らなない。
人との距離を十分とりましょう。





□手指衛生をできる環境は整備されているか。
□手指消毒剤はどれくらい使用されているか。
□患者さんに接する前後で実施できているか。
□手指衛生の手技は正しいか。
□職員のマスクは正しく着用されているか。
□食事介助など、ケア時の個人防護具着用は適
切か。

□職員休憩室での対応は守られているか。
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